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【目標達成計画】

1 34

　全ての職員が、急変や事
故発生時の的確な対応の重
要性を理解し、その実践力
を身に付けることができ
る。

1.各々の利用者に考えら
　れる急変や事故及び対
　応について、定期的な
　職員会議で話し合う。
2.急変や事故発生を想定
　した救急訓練を行う。

6ヶ月

2 36

　利用者一人ひとりの人格
や個性、プライバシーに配
慮した関わり合いが継続で
きる。

1.職員は初心に帰って思
　い込みを捨て、利用者
　一人ひとりに対する関
　わり方を振り返り、気
　になることは注意し
　合って、職員会議でも
　話し合う。

6ヶ月

3 33
　認知症高齢者の終末期ケ
アの目的を理解し、終末期
ケアの体制作りができる。

1.ターミナルケアに関す
　る外部研修へ参加し、
　定期的な勉強会を開催
　する。
2.看取りの連携マニュア
　ルを作成する。

12ヶ月

4 20

　入居前からの馴染みの人
や場所の関係だけでなく、
新たに築かれた関係も継続
できるよう支援する。

1.利用者一人ひとりを取
　り巻く人や場所との関
　係性の変化や現状の思
　いを把握する。
2.利用者が大切にしてい
　る方との関わりや交流
　が持てる機会を作る。

12ヶ月

5

注１）　項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）　項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目標達成
に要する
期間

　看取りの指針はあるが、
ターミナルケアについて職員
間での共通認識が十分に図れ
ていない。

　月日の経過に伴う利用者の
馴染みの人や場所との関係性
の変化に配慮した支援が十分
でない。

（別紙２）

現状における問題点、課題

　勉強会や看護師の指導によ
り、利用者の急変や事故時に
備えているが、各々の職員の
経験や能力が異なる為、全て
の職員が実践力を身に付けて
いるとはいえない。

　職員の就業年数や利用者と
関わる年数が増すにつれ、暮
らしを共にする関係が築けて
いるが、馴れ合い過ぎること
なくプライバシーを確保して
いくことが必要である。
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２．　目　標　達　成　計　画

目　　　　標
目標達成に向けた具体的
な取組み内容


